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〈宿命の女〉からの逸脱
─ラフカディオ・ハ ンー『中国怪談集』を読む─
川澄 亜岐子
1. 東アジアへの関心
「孟沂の話」（“e Story of Ming-Y”）はラフカディオ・ハーン（Lafcadio Hearn, 1850-
1904）の初期の作品集である『中国怪談集』（Some Chinese Ghosts, 1887）の中の一編で
ある。総じて同書は「習作」と位置付けられ、決して高い評価を得ているわけではないが 1）、
その中では「孟沂の話」は言及される機会が多く、来日前のハーンの著作の中では比較的知
られた作品であるといえる。この時期のハーンの作品に関する先行研究は、評伝の中で言及
されたり、文体的特徴や 2）再話という方法論を分析されたりなどするものが多いが 3）、「孟
沂の話」に関しては内容に踏み込んだ議論も行われている。
梅本順子は「孟沂の話」と、ハーンが来日後に著した物語で、遡れば「孟沂の話」と同根
の原話に行きつくという「伊藤規資の物語」（“e Story of Itó Norisuké,” e Romance of 
the Milky Way, 1905）を取り上げて、前世からの因縁による恋愛というテーマに対して、
日中でどのように認識が異なるかという問題を論じた。両者のテクストは、人間の青年が死
者である美女に恋をするという枠組みは共通する。だが一方で、「伊藤規資の物語」では登
場人物たちの出会いに必然的な理由あり、最終的には青年が死ぬことによって、彼とその恋
人である超自然的な女性の恋愛が完結するのに対し、「孟沂の話」では二人が出会うことの
理由が必ずしも明確ではなく、また結末においても二人は結ばれず、現世と死者の世界とい
うそれぞれが元いた場所に戻っていく。梅本はこれを仏教の輪廻思想と絡めて読み解き、日
本では物語の要素間で因果関係がしっかりしているのに対し、中国では自由度が高く、読者
の想像力に委ねられる部分が大きいと指摘した4）。
また、平川祐弘は「孟沂の話」にヨーロッパと中国に共通する楽園への憧憬を読みとり、
同作をハーンの伝記的事実に基づく母恋のテーマに結びつける。平川は、「孟沂の話」にお
いて物語の舞台となる森の描写を分析し、「聴覚、嗅覚、視覚に樹木や草花や草原や小川が
夢の如くに現れて訴え」かけたり、森の中に「オリエント風の建築物」が建っていたりする
のは、陶淵明以来、文学の中で繰り返し語られてきた仙郷というよりも、むしろポー（Edgar 
Allan Poe, 1809-1849）の作品に見られるような「西洋の理想郷」に近いと述べる。そして、
この森は「原作の東洋の桃源郷」と「西洋の理想郷」が「合体」することで生まれた「新境
地」であり、「母性的かつエロス的なるものの中に無限に抱擁されたいというファンタジー」
が叶う場であるという解釈が示される5）。
梅本の研究は、これまでの研究でほとんど注目されることのなかった『中国怪談集』の作
品を取り上げ、異類婚や仏教的要素といった来日以降のハーンの作品に見られる主題を探し
だし、指摘した点で画期的であったといえる。日本に来る前、ハーンが東アジアについてど
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のような知識やイメージを持っていたかを計ることができるとともに、同じ主題を持つ「孟
沂の話」と「伊藤資則の物語」を比較することで、それらの知識やイメージがどのように深
まったり、変化したりしたかがわかるからである。だが一方で、この方法では日本時代の作
品が権威化され、それ以前の作品は日本時代の作品から逆算して解釈されてしまう可能性も
ぬぐえない。
梅本の研究がハーンの文学的特質を時間軸に沿って明らかにしたとすれば、平川の研究は
これを地域の軸に従って論じたものであるといえる。加えて平川の論文は、ハーンがこの物
語を執筆した時点に議論の対象となる時間の幅を絞り込むことで、日本時代の著作から遡る
方法では見落とされてしまうような要素にも焦点を当てた。その一つがヨーロッパと東アジ
アの理想郷という共通性である。平川はその二つの理想郷が溶け合う場として「孟沂の話」
を位置づけることで、ハーンの作品が東西の文化の違いを超えた普遍的な本質に接続される
可能性を孕んだテクストであることも示唆している。このことは、自文化と異文化の間の違
いを強調し、その違いを受け入れることで、他者に対する寛容的な態度を示そうとする安易
な異文化理解でなく、他者の中に自分との類似性を見つけ、違いを違いとして認めた上で受
け入れようとするハーンの態度を示すものでもある。だが一方で、「孟沂の話」に母なるも
のへの希求を見いだした点で、平川もまた、この物語に日本時代との一貫性を求めていたと
いえる。しかし、「孟沂の話」をよく読んでみると、ここに登場する女性には、必ずしも安
らぎや慈しみを与える存在としての母性が充分に認められないように思われる。
本稿では改めて女性表象に注目しながら、「孟沂の話」を読み直す。ここに登場する美女
は青年を受け入れ、導き、保護する存在であり、この意味において母なるものの性質を帯び
ているかもしれない。だが、それは美女の一面にすぎず、彼女はほかにヨーロッパの絵画や
文学作品に登場する〈宿命の女〉ともいうべき魔性の性格も帯びているように思われる。そ
うであれば、欧米の研究者が「孟沂の話」からロマン主義文学を連想するのも納得できる6）。
だが一方で、彼女の性格は複雑であり、聖母と魔女の二元的性質に回収できるものではない
だろう。以下の分析では、「孟沂の話」を原話と比較しながら考察していく。「孟沂の話」に
はフランス語の原話と、フランス語の原話のもとになった中国語の原典があるが、ここでは
まずフランス語の原話と中国語の原典をとりあげて両者の主題について確認した後、フラン
ス語の原話と英語の再話、すなわちハーンの作品を比較して分析する。ハーンが原話をどの
ように書き換えたのか整理した上で、主人公の青年と、彼が出会う謎の美女との関係を中心
に、この美女との出会いが青年にとってどのような意味を持つのかを考えてみたい。
2. 妓女への関心─シュレーゲル「美の女王を独占した油売り」─
「孟沂の話」を執筆するにあたり、ハーンが参照したのはフランス語の文献であるが、も
ともとの原典は中国の明代に編まれた小説集に遡る。ハーンが中国語の原典を読んだ可能性
は極めて低いが、中国語からフランス語に翻訳される過程でテクストに加えられた翻訳者の
解釈と、フランス語の原話から「孟沂の話」へと書き換える過程でハーンが原話に加えた変
更とを区別するために、まずはテクストの整理から始めることにする。
215
武蔵野大学教養教育リサーチセンター 紀要 e Basis Vol.9（2019.3）
『中国怪談集』に付されたハーンの注によれば 7）、「孟沂の話」はグスタフ・シュレーゲル
（Gustave Schlegel, 1840-1903）による『美の女王を独占した油売り または中国の遊女の栄
光と苦難』（Le Vendeur dʼhuile qui seul possède la reine-de beauté ou spleudeurs et misères 
des courtisanes chinoises, 1877. 以下、『油売り』と略記する。）がもとになっている8）。これ
は中国語の短篇小説集『今古奇観』の中の一編をフランス語に翻訳したもので、「孟沂の話」
の原話になったのは、『油売り』の序文に挿入された物語である。
『今古奇観』は、北宋時代の語り物と、それを真似して明代に書かれた物語を中心に集め
た物語集である。それぞれの話は、「入話（ルウホワ）」といわれる枕話と本編から成る。こ
の構成の理由は、これらの物語がもとは盛り場の娯楽として語られていたことに由来する。
盛り場では、専門の講釈師が話を披露していたが、彼らは客集めのために、まずは本題と関
連する短い話をし、ある程度の客が集まったところで本題に入るという形式をとっていた。
この時、最初に話される短い話が「入話」である。「入話」は客集めや、客が集まるまでの
「時間稼ぎ」として語られたのであるが、それは同時に「聴衆を物語的時間・物語的空間の
なかに誘いこむ絶妙の仕掛け」でもあった9）。フランス語の原話『油売り』の序文に物語が
挿入されているのも、シュレーゲルが同書を編む際に中国語の原典の構成を意識したためで
あると考えられる。
しかしながら、シュレーゲルは中国語からフランス語に翻訳する過程で、中国語の原典の
「入話」と本編の組み合わせを変更した。ハーンが参照したフランス語の原話『油売り』の
本編にあたる話は、『今古奇観』の第 7 話「売油郎（あぶらうり） 花魁を独占めにすること」
（以下、「売油郎」と略記する。）である10）。これに対し、フランス語の原話『油売り』の序文
の挿話は、中国語の原典では『今古奇観』の第 34 話「女秀才 花を移して木（つ）を接ぐこ
と」（以下、「女秀才」と略記する。）の「入話」である。この組み合わせの変更には、それ
ぞれの話に関するシュレーゲルの解釈の影響がうかがわれる。
まず中国語の原典である「女秀才」を見てみると、語り手は、「入話」と本編を結ぶ主題
について次のように説明する。
わたしがなぜこんな妖怪譚をしたかといえば、蜀の女性が昔から多才をもって知られ、
卓文君・王昭君なぞ文才のある女性がみな蜀の生まれであったこと、それゆえにまた、
薜濤にしても一介の妓女の身でありながら、生前の詩名は当時の詩人たちに劣らず、死
後もなお詩興勃々たるものがあったであろうことをいいたかったまでなのである11）。
これに従えば、「女秀才」の主題は、蜀に生まれた才能ある女性たちを世に広く知らしめ
ることである。薜濤に関していえば、卓文君や王昭君といった著名な女性詩人たちと名前を
並べることで、生前の彼女の非凡さが強調されている。薜濤が幽霊になった理由はテクスト
の中で解きあかされないが、薜濤が死後も尚、自己を表現する場を求めたのであり、その強
い気持ちが彼女の魂をこの世にとどまらせたのではないかという語り手の推測は、物語の解
釈に一定の方向性を提供している。
一方、シュレーゲルはこの物語の軸を、才女から妓女へと変更した。フランス語の原話
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『油売り』の本編の基となった中国語の原典「賣油郎」は、若い油売りの青年と人気の妓女
との恋物語を軸に、生き別れた親子が再会する物語をサブ・プロットとして絡めた人情話で
ある。妓女と青年という組み合せを除けば、孟沂と薜濤の物語との共通点はない。したがっ
て、シュレーゲルの関心はこの部分、すなわち妓女と青年の恋という表層的な部分にのみ注
がれていたと考えられる。
シュレーゲルが中国の妓女に関心を寄せていたことは、『油売り』の「序言」（« Préface »）
からもうかがえる。シュレーゲルは、すでに刊行されてきた中国に関するたくさんの文学作
品が、欧米人が中国の社会風俗や慣習を知るのに貢献してきたことを認めたうえで、それで
も尚、中国の文化には暗黙のうちに外国人の立ち入りを拒む「民族の内奥」（« le sanctuaire 
de la famille »）があると書いた12）。それは、中国の言語や礼儀作法の規則を受け入れた者
にのみ開かれた領域であり、その象徴的存在の例として挙げられるのが妓女たちである。
シュレーゲルは先行する文献を引きながら、中国の遊女は芸事や接待の方法だけでなく、学
問や政治にも通じていた才能豊かな女性たちであることを強調する。そのうえで、中国では
結婚に際して道義が重視されるため、家庭を滞りなく運営し、夫や息子を献身的に支えるこ
とが妻の美徳として求められた13）。その結果、夫婦間の恋愛感情や相互理解の必要性は軽視
され、家結婚生活は「とても惨めで脆弱な」（« bien triste, bien faible »）ものとなる14）。そ
して、結婚生活に欠落している知的な会話や性的な結びつきを求めて、夫たちは妓女のもと
に通ったのである。シュレーゲルは、「彼女たちがいなければ、中国人は、ランブイエ公爵
がサロンを開く以前の我々の気高い先祖たちと同じくらい粗暴だったことだろう」と分析
し、中国では妓女こそが道徳を守る役目を果していたと述べる15）。
このようにシュレーゲルは、男性が家庭の内と外とで女性に異なる役割を求めることを中
国の結婚制度が容認している事実を明らかにする。しかし彼は、読者が欧米的なものの見方
で中国の妓女を判断することを許さない。娼婦を「不幸な出来事と誘惑」（« la misère et la 
séduction »）の産物と見なし、「軽蔑」（« [le] mépris »）の対象とする欧米文化に対し、中
国の妓女は「貧しい娘たち」（« les lles pauvres »）が就く「一つの職業」（« un métier »）
にすぎず、そこに「否定的な感情」（« envenimées »）が一切ないことや、肉体の純潔さが
失われても魂の清純さは保たれていることなどを述べる16）。このことは、シュレーゲルを含
む欧米人がどれほど強力に妓女を穢れた存在とみなし、堕落や頽廃と結びつけてきたかを示
すものであると同時に、そのステレオタイプ・イメージが絶対的なものでないことに気付い
たシュレーゲル自身の驚きとして読みとることもできよう。フランス語の原話『油売り』が
中国語の原典「賣油郎」と「女秀才」の構成を組み換えたのは、中国の妓女に対するシュ
レーゲルの関心ゆえであり、その中核にあるのは結婚制度の外にある男女関係に対する欧米
とは異なる中国人の感性の発見と、それに対する驚きだったと考えられる。
3. 〈宿命の女〉─ハーン「孟沂の話」─
前節で確認したように、中国語の原典では才女の話だった「賣油郎」は、シュレーゲルの
『油売り』において妓女の物語へと移し替えられた。この新たな主題は、ハーンの「孟沂の
217
武蔵野大学教養教育リサーチセンター 紀要 e Basis Vol.9（2019.3）
話」においても受け入れられることになる。本節では、シュレーゲルの『油売り』とハーン
の「孟沂の話」を比較しながら、彼女と主人公の青年との関係がどのように描かれているの
かを考察する。分析に入る前に、まずはハーンとシュレーゲルの作品に共通するあらすじを
確認しておく。
明の時代、広東省に孟沂という青年がいた。18 歳の年の夏、孟沂は役人である父親の転
勤に伴って成都に移り住み、土地の名士である張氏の家で住込みの家庭教師となった。二月
になり、花朝の日という祭日が来ると、孟沂は成都で暮らす両親を訪ねる。その道中、孟沂
は森の中で木蔭にたたずむ謎の美女、薜濤の姿を見かけ、心を奪われる。祭日が終わって張
氏の家に戻る途中、孟沂は森で薜濤と再会し、家に招かれる。そして、酒や詩歌の朗唱など
でもてなされ、その夜は彼女の家に泊めてもらう。その日以来、孟沂は毎晩を彼女の家で過
ごすようになった。だがある時、孟沂の秘密が父と張氏に知られてしまう。朝になって孟沂
が張氏の家に戻ってくると、二人は孟沂を問い詰めて秘密を暴く。孟沂が薜濤から贈られた
翡翠の文鎮と瑪瑙の筆軸を見せると、張氏と孟沂の父は興味を引かれ、孟沂に案内させて森
にある薜濤の家に向かう。しかし、家があった場所には空き地が広がり、古びて苔むした墓
石があるだけだった。張氏はそれを見てはたと思い当ったようで、これは唐の名妓といわれ
た薜濤の墓に違いないと言い、次のような話をした。薜濤は節度使としてこの地にやって来
た詩人の高駢の寵愛を受けた、唐代きっての妓女である。だが、どういうわけか死後も魂が
この世に残ってしまった。孟沂に与えられた文鎮や筆軸も、もとは薜濤が高駢からもらった
ものに違いない。事件の後、孟沂は広東省に戻り、科挙に合格して進士となった。
3.1. 孟沂の設定
まずは孟沂の設定について考える。シュレーゲルの原話とハーンの再話の両方とも、孟沂
を容姿端麗で教養豊かな青年として描いている。両者の違いは、シュレーゲルの原話の方が
孟沂の教養を具体的に挙げている点である。ここでは、孟沂は「書画」、「琵琶の演奏」、「囲
碁や将棋のような遊び」をよくし、日がな一日友人たちと楽しく過ごしていたと書かれてい
る17）。このほかにも、シュレーゲルの原話では、孟沂と友人との関係が具体的に言及され
る。例えば、孟沂が張氏の家の家庭教師の仕事を得たいきさつは、友人たちの斡旋によるも
のとされる。成都に移って一年が過ぎた頃、孟沂の父は息子を広東に戻そうと考えた。しか
し、孟沂の母が息子を愛するあまり手放す決心がつかず、また父の薄給では旅費を捻出する
のが難しかったこともあり18）、孟沂の父は孟沂の友人たちに相談したのである。
Comme ces bacheliers aimaient beaucoupe Ming-i, et quʼils désiraient qu’il restât à la 
ville, ils cherchérent partout une place pour lui; et ayant appris quʼil y avait près de la 
ville un riche Seigneur, nommé Tchang, qui cherchait un gouverneur pour ses enfants, 
il lui recommandérent Ming-i.19）
（秀才たちは孟沂のことがとても好きで、彼が町に留まることを望んだので、秀才たちは孟
沂のための地位を求めて至るところを探し回った。そして、町の近くに張という名の裕福な
領主がいて、彼が子供たちのための養育係を探していることがわかると、孟沂を推薦した。）
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孟沂の両親から相談を受けると、友人たちはあちこち奔走し、張氏の家の仕事を探してく
る。この仕事は、勉強しながら給与を得られるだけでなく、地元の名士である張氏の知己を
得られるという利点がある。孟沂がこの申し分ない仕事を得られたのは、友人たちから厚い
信頼を得ているからであろう。彼が成都に来てからわずか一年で友人たちの心をつかむこと
ができたのは、ひとえにその社交的な性格ゆえであると考えられる。その後も、孟沂が張氏
の家に出発する日になると、友人たちは張氏の家まで孟沂とその父に付き添うなど、孟沂と
の仲睦まじい様子が描かれている。
これに対し、ハーンのテクストでは、孟沂の教養は「高尚な知識や芸術の才能」（“polite 
accomplishments”）という表現にとどまっており、交友関係についての具体的な記述はな
い20）。張氏の家の仕事を得たのは友人が仲介したためではなく、張氏が直接孟沂を気に入っ
たことが縁となっている。
On hearing of the arrival of the new Inspector of Public Instruction, the noble Tchang 
visited him to obtain advice in this matter [that he wanted to nd a worthy teacher for 
his children]; and happening to meet and converse with Pelouʼs accomplished son, 
immediately engaged Min-Y as a private tutor for his family. 21）
張氏は、新しい監督官の着任を待ちわびていたのだろう。“On hearing” や “immediately”
という語句からは性急でせっかちな張氏の様子がうかがわれるが、対照的に、孟沂の主体性
は稀薄である。おそらく、孟沂は張氏の勢いに押され、請われるままに家庭教師の職を引き
受けたのではないかと想像される。この時、孟沂の教養が張氏を唸らせたというエピソード
は、教養豊かな青年という孟沂の設定を裏付けると同時に、孟沂の教養がどのような種類の
ものであったかということも示唆している。シュレーゲルの原話では、孟沂は書画に加えて
囲碁や将棋に親しみ、音楽にも精通するなど娯楽性の高い教養の持主であった。だがハーン
の再話では、孟沂の教養は学問的な性格が強いように思われる。それというのも、張氏が子
供たちに家庭教師をつけるのは科挙の準備をするためであると考えられるからである22）。科
挙の受験内容は時代によって異なるが、主として経書の解釈、詩賦、そして時事問題や歴史
に関する論文が口述試験と筆記試験の形式で出題された23）。科挙で問われるのは、既存の知
識に対する深い学識と、自分の意見を理路整然と述べる能力であり、これらが中国の知の礎
を成している。以上を踏まえれば、ハーンの再話における孟沂は、学問に秀でたまじめな青
年であるが、人付き合いの範囲は極めて限られているといえるだろう。
孟沂の社交性についてのこの特徴は、薜濤に対面した際にもよく表われている。最初に薜
濤を見かけたとき、シュレーゲルの原話では孟沂の反応を次のように描く。
Comme il pensait que c’était une honnête dame, il n’osa point la xer, mais continua 
immédiatement son chemin; ne pouvant s’empêcher pourtant d’aecter une allure 
gracieuse et coquette. 24）
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（彼女は堅気の女性なのだと考え、彼はあえて彼女を見つめることはせず、すぐに旅を
つづけた。しかし、彼はしなを作り、気取った態度を装わずにはいられなかった。）
ここでは孟沂が薜濤を異性として強く意識していることが示唆されているが、表向きには
孟沂は儀礼的な態度を保ち続ける。実際は、両親への土産である銀貨を落としても気がつか
ないほど孟沂は浮き足立っているのだが、銀貨を拾って届けてくれた侍女にむかって「微笑
みかける」など、理性的な態度を装う。しかしハーンの再話では、木陰にたたずむ薜濤に気
づくと、孟沂はあからさまに動揺する。
ough he looked for a moment only, Ming-Y could not avoid discerning the loveliness 
of her face, the golden purity of her complexion, and the brightness of her long eyes, 
that sparkled under a pair of brows as daintily curved as the wings of the silkworm 
buttery outspread. Ming-Y at once turned his gaze away, and, rising quickly, proceeded 
on his journey. But so much embarrassed did he feel at the idea of those charming 
eyes peeping at him through the leaves, that he suered the money he had been carrying 
in his sleeve to fall, without being aware of it. 25）
孟沂が薜濤を見たのはほんの一瞬だったが、その分、彼女の印象は強烈に孟沂の脳裏に焼
き付いた。ここで彼がすぐに視線を外すのはシュレーゲルの原話と同じだが、その意味合い
は正反対といえる。ハーンの再話では、孟沂が「注意を逸らした」のは、薜濤に対する配慮
からではなく、彼女の美貌を前にいたたまれなくなったという理由による。そして、自分に
向けられた彼女の視線を想像して恥じ入る様子からは、薜濤に惹かれる気持ちを認めまいと
する孟沂の葛藤が読み取れる。これも、18 歳という若さに加えて、人付き合いに慣れてい
ないゆえの過剰な自意識の反応といえる。
上の引用ではまた、彼の視線を通して描写される薜濤の容姿も看過できない。薜濤のこと
は後で詳しく論じるが、“the loveliness of her face”、“the golden purity of her complex-
ion” などの表現は特徴的である。薜濤の身体は複数の部分に分断され、その一つ一つに執
拗な視線が注がれる。それらは全体としての身体から切り離され、独立した部分として映し
出されることで、器官としての機能が失われ、妖艶な魅力が前景化されるのである。特に瞳
の描写は注目に値する。“brightness”、“sparkled” と光に関する言葉を重ねることで、目は
外部の情報を取りこむ器官ではなく、外部に向けて光を放つ、いわば光源として新たな機能
を与えられている。そしてこれ以降、孟沂は徐々に冷静な判断力を失っていくのである。
3.2. 薜濤の人物像
次に、孟沂が薜濤と再会し、彼女の家に招かれた場面について詳しく見ていく。この場面
は、再話において大幅な加筆が行われた箇所の一つである。それだけに、ハーンの思い入れ
が強い部分であるといえるだろう。ハーンの書き換えた箇所の特徴と対比させるためにも、
まずはシュレーゲルの原話を確認する。
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両親の家から帰る道、孟沂は「わざと」（« expressément »）行きと同じ道を選び、薜濤
が玄関口に立っているのを見つけると近づいていって挨拶をし、過日の親切のお礼を「わざ
わざ」（« expressément »）言いにきたと告げる。そして、薜濤の家の客間に通されると、
女主人が表われるのを待つ間、彼は「帽子の角度と服装を整える」などしている26）。これら
の状況から、シュレーゲルの原話では、孟沂と薜濤との再会は、ある程度、孟沂によって計
画されたものであることがわかる。彼は薜濤のことを異性として強く意識しており、できれ
ば彼女の知己を得たいという積極的な気持ちを抱いているのである。
一方の薜濤も、孟沂の気持ちを見透かしたような歓待ぶりを見せる。彼女は最初に自分が
未亡人であることを明かすと、酒や肴でもてなしながら、孟沂にその夜は自宅に泊るよう強
く勧め、あからさまな態度で彼を誘惑する。
Pendant le dîner, elle lʼexcita à boire, et insensiblement sa conversation devint plus 
libre et elle y mêla quelques mots légers. Ming-i, qui attribua cela à un degré de parenté 
intime entre elle et son patron, se contenait quoiquʼil sut à peine réprimer la titillation 
de ses désirs, et nʼosait point se laisser aller entièrement. 27）
（夕食の間、彼女が彼に酒を飲むよう勧めるうち、知らぬ間に会話はより自由になり、
そこに彼女は誘いかけるような言葉を加える。孟沂は、これも彼女と彼の雇い主が近し
い親戚同士の間柄のせいだと受け取り、自分を抑えた。だが性欲のむずむずする感じを
抑えるのは苦しいもので、そうかといって、まったくなすがままに突き進むわけにもい
かない。）
薜濤との再会が実は孟沂によって計画されたものであったとすれば、孟沂を引き止め、そ
の夜を共に過ごすことは、薜濤によって想定されていたといえるのかもしれない。酒や気の
利いた会話の端々に、薜濤は「誘いかけるような言葉」を差し挟んで孟沂を誘惑する。孟沂
は何とか合理的な理由をつけて儀礼的な態度を崩さないよう努めているが、内心は欲望と理
性とが葛藤している。そしてついに、孟沂がそれ以上の酒を断ると、薜濤は次のような行動
に出る。
[La] belle dame lʼayant prié dʼentrer dans sa chambre à coucher, elle arrangea les 
oreillers, et lui dit :
—Je demeure déjà depuis longtemps toute seule ici ; mais voyant ce soir que vous 
êtes tellement aimable et poli, je ne saurais faire autrement que vous aimer un peu, 
et je vous ore donc ma compagnie. 28）
（美しい奥方は彼に寝室に入るよう頼み、まくらを整えると次のように言った。
「わたしはすでに長いあいだ、ここに一人で暮らしています。でも今夜、あなたがとて
も好ましく、また礼儀正しい人であることがわかりました。あなたをちょっと愛させて
いただくための方法をほかに知りませんが、わたしと一緒に過ごしていただけないで
しょうか。」）
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先ほどの「誘いかけるような言葉」からさらに進んで、薜濤は驚くほど積極的に孟沂を誘
う。その言葉は依頼の形をとってはいるが、薜濤自身の欲望が直截的に示されている。だが
彼女が欲望を開示する態度には、その場の成り行きや勢いというのではなく、計算された直
截さが感じられる。薜濤が夫と死別して久しいことは、二人が再会して間もない時点で、す
でに孟沂に知らされている。だが、薜濤が独りで暮らしていることは、宴の間中、孟沂の欲
望の抑止力になってきた。要するに、薜濤と再会して以来、孟沂は常に彼女が未亡人である
ことを意識し、儀礼的な態度を守ってきたのである。そうであるにもかかわらず、薜濤がこ
こで改めて独り暮らしであると念押しすることは、孟沂と関係を結ぶための戦略であるとい
える。薜濤は自分の生活を明かすことで、夫への操を守り通してきた貞女としてのイメージ
を孟沂に植え付けるとともに、夫と死別した後から現在に至るまで、彼女が認めるような男
性と出会っていないということも仄めかしている。このようにして薜濤は、孟沂を「好まし
く、また礼儀正しい人」と持ち上げ、彼の自尊心に訴えかけるのである。
これを受けた孟沂は、薜濤に向かって自分も同じ気持ちであると述べ、彼女の求めに応じ
る。この時の二人は、「水の中でぴちぴちと動く魚のように幸せで、互いに好ましく思う気
持ちを完全に打ち明け合った」29）。ここにおいて、薜濤には裏表なく、正面から異性と向き
合おうとする積極的な姿勢が見られる。すなわち、彼女は自分の欲望を素直に認め、それを
自ら孟沂に伝える奔放さを備えた女性なのであり、その彼女の主導の下、孟沂は薜濤と関係
を持つのである。
では、この場面をハーンはどのように読み替えたのだろうか。先に述べておくと、ハーン
の再話では、シュレーゲルの原話に見るような男女の駆け引きは認められない。孟沂が薜濤
と再会したのは、彼が両親の家から戻る途中、森の中の「大きな木々が立ち並ぶ広々とした
風景の中に、以前には気づかなかった住宅」があることに気付き、思わず足を止めたのが
きっかけである。ハーンの再話では、シュレーゲルの原話と違って、孟沂が意識的に行きと
同じ道を通ったのかどうかは明らかでない30）。また、ハーンの再話においても、孟沂は薜濤
をひと目見たときから心を奪われるが、シュレーゲルの原話と違って、孟沂は初めて抱く感
情を持て余し気味である。そして彼は、誘われるままに薜濤の家に行き、食事や芸事などの
もてなしを受けるなど、外部からの刺激を受け入れる主体として、一貫して受け身的な態度
をとる31）。
このような孟沂の態度に変化が現れるのは、薜濤に勧められて盃を重ねる場面である。
「奇妙な炎によって血管が温められる」ように感じたのに続いて、孟沂の五感に異常が現わ
れる。
To Ming-Y, as he drank, all things became more luminous as by enchantment; the 
walls of the chamber appeared to recede, and the roof to heighten; the lamps glowed 
like stars in their chains, and the voice of Sië oated to the boy’s ears like some far 
melody heard through the spaces of a drowsy night. His heart swelled; his tongue 
loosened; and words itted from his lips that he had fancied he could never dare to 
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utter. Yet Sië sought not to restrain him; her lips gave no smile; but her long bright 
eyes seemed to laugh with pleasure at his words of praise, and to return his gaze of 
passionate admiration with aectionate interest.32）
酒が進むにつれ、孟沂の五官はバランス感覚を欠いていく。孟沂の目には、あらゆるもの
が光を発し、自ら照り輝いているように見えることがうかがわれる。このことは、“lumi-
nous” や “glow” といった光輝くような明るさを示す語によって強調されている。一方で、
部屋の壁や天井が遠のいたように感じられるなど、孟沂の空間を認識する感覚は薄れている
ようである。聴覚の面でも、目の前にいるはずの薜濤の声が「夜の彼方から聞こえてくる調
べ」として耳に「流れ込んでくる」ように感じられ、彼は自分と彼女との距離感や位置関係
を正しく捉えることができない。孟沂の感覚を通して把握される世界は、薜濤の家の部屋が
そこだけ明るく輝いて、夜の闇の中にぽっかりと浮かび上がる。そして、どこからともなく
漂ってくるような彼女の声が、その周りを取り巻いている。こうして、すべてが「気だる
く」（“drowsy”）、「魔法」（“enchantment”）のように非現実的な世界のありようが浮かび
上がってくる。
五官の感覚が鈍っていく一方で、孟沂の精神はいつになく高揚していく。引用した箇所の
後半では、まず心臓が高鳴り、考えるよりも前に言葉が次々と口をついて出てくる様子が語
られる。引っ込み思案で交友関係に乏しく、見知らぬ女性と目が合っただけで平常心を失っ
てしまうという孟沂の普段の様子からは想像もできない変化である。孟沂はこの時、正常
な判断能力をすっかり失い、自制心も麻痺した状態であったと考えられる。
だがこの間、薜濤は驚いた様子もなく、甘言を繰り出す孟沂の様子を淡々と見守ってい
る。その表情から彼女が何を考えているのかを読みとることはできないが、彼女の「切れ長
の輝く瞳」は、孟沂の「愛情のこもった情熱的な賞賛の眼差し」に応えるように「喜びの笑
みを浮かべている」。自身は手を下さず、孟沂の理性が完全に失われるのを待っているよう
な薜濤の様子からは、瞳が微笑しているとはいえ、得体のしれない凄みが伝わってくる。
この緊張が破られるのは、薜濤が孟沂を誘って詩を吟じ終えた後の場面である。
And at last, as she paused to pledge him in a cup of wine, Ming-Y could not restrain 
himself from putting his arm about her round neck and drawing her dainty head 
closer to him, and kissing the lips that were so much ruddier and sweeter than the 
wine. en their lips separated no more;—the night grew old, and they knew it not.33）
孟沂は「ついに」「自分自身を抑えることができなくなり」、薜濤を抱き寄せる。この時の
孟沂にはかなり切迫した様子がうかがえるが、対する薜濤には抵抗する様子が見られない。
孟沂の甘言を次々と受け入れたように、ここでもまた、彼女は孟沂の行動に黙って身を任せ
ているのである。すでに指摘したように、シュレーゲルの原話における薜濤は、自分の欲望
に正直で、性に対して屈託がない女性として登場する。これと比べると、ハーンが描く薜濤
は、孟沂に対して徹底的に受け身の姿勢をとっており、シュレーゲルの原話に見るような積
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極性や主体性は感じられない。しかし、ハーンの再話における薜濤は、自ら行動しないこと
で、かえって孟沂への影響力を強めているように思われる。それがもっともよく表われてい
るのは彼女の瞳である。彼女は孟沂を見つめることで、彼の理性をとろけさせ、孟沂自身も
気づいていないような欲望を引き出していく。
ハーンの再話におけるもう一つの重要な特徴は、薜濤の官能性である。上の引用では、
「肉付きのよい頸筋」、「華奢な頭」、「ワインよりも赤く、甘い」、「唇」というように孟沂の
感覚を通して彼女の身体が描写されるが、丸みや繊細さといった女性的な特徴を強調するこ
とで、薜濤の肉体は具体的なイメージを帯びて読み手の前に映しだされる。
受け身と官能性という薜濤の特徴は、文学や美術の重要なモチーフとなった〈宿命の女〉
を思わせる。マリオ・プラーツがロマン派文学を対象に行った類型的な女性像の分析による
と、〈宿命の女〉とは美と快楽の中に烈しい暴力性を秘めた女性であり、多くの場合、うら
若い青年が狙われる。また、〈宿命の女〉は「倦怠」に悩まされており、何かにつけて受け
身的な態度を取るが、一方では「相手を惹き寄せ、灼き尽くす炎の役割を果たす」34）。その
結果、男性は堕落し、地位や名誉を失うという運命を辿る。そればかりか、彼らは最終的に
命を落とすことさえある。プラーツはこれを「蜘蛛や蟷螂の雌と雄の関係」に例えている
が 35）、確かに、友人の少ない孟沂と年上の女性である薜濤の組み合わせは、〈宿命の女〉と
その獲物である青年の組み合せと重なるものがある。そしてこの特徴が、シュレーゲルの原
話からハーンの再話へと書き換えられる過程で創作されたものであることは、再話の特徴と
して注意しておく必要がある。
4. 〈宿命の女〉からの逸脱
しかしながら、これ以降、ハーンの再話は〈宿命の女〉の型から逸脱していく。孟沂は薜
濤との逢瀬をこっそり重ねるが、張氏と父に秘密を知られたために彼女と別れ、故郷の広東
に戻って学者になる。ハーンの再話では、最後の夜、薜濤が孟沂の未来を予言する場面が新
たに加えられている。そこでは、孟沂が将来、学者として成功し、富と名声を手に入れるこ
と、美しい妻を得ること、しかし彼は死ぬまで薜濤のことを忘れられないことという三点が
薜濤から孟沂に告げられる36）。
では、薜濤と別れた後の孟沂はどのように描かれているだろうか。まずはシュレーゲルの
原話から引用する。
Ming-i ayant obtenu plus tard le grade de docteur, raconta souvent son aventure et 
produisit les deux bijoux comme preuve. Mais, quoiqu’il pensât souvent à elle, il ne 
la rencontra jamais plus.37）
（孟沂は後に、博士の学位を得た後も事件のことをたびたび話し、二つの宝物を証拠と
して披露した。しかし、彼は彼女のことをたびたび考えたが、ついに再会することはな
かった。）
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原話では、広東に戻った後の孟沂の情報はわずか二文にまとめられている。すでに見てき
た箇所では、語り手は帽子や服装に気を配る孟沂の様子を見逃さなかったり、あるいは孟沂
の心の動きを彼の胸中に踏み込んで語ったりしており、上の引用箇所との落差は大きい。こ
こでは語り手は一切の感情を交えず、出来事だけを淡々と語る。しかし、注意深く読めば、
二度繰り返される「たびたび」（« souvent »）という言葉を手掛かりに孟沂の胸中を察する
ことができる。すなわち、彼は薜濤のことが忘れられず、彼女を思うこともやめたわけでは
ない。だが、それは現在進行形の心情ではなく、過去の思い出として処理されている。なぜ
ならば、薜濤のことを人に話したり、彼女から贈られた宝物を披露したりすることができる
ということは、孟沂がそれらについて語る言葉を持っているということであり、そのために
は彼自身が一連の出来事を受け入れ、納得することが前提になるからである。その段階を経
て初めて、彼は過去と和解し、物語として人に話すことができるようになるのである。
一方、ハーンの再話では、孟沂はシュレーゲルの原話と正反対の反応を見せる。
And there [the city of Kwang-tchau-fu], in aer years, Ming-Y obtained high digni-
ties and honors by reason of his talents and his learning; and he married the daughter 
of an illustrious house, by whom he became the father of sons and daughters famous 
for their virtues and their accomplishments. Never could he forget Sië-ao; and yet 
it is said that he never spoke of her—not even when his children begged him to tell 
them the story of two beautiful objects that always lay upon his writing-table: a lion 
of yellow jade, and a brush-case of carven agate.38）
シュレーゲルの原話に比べて、ハーンの再話では広東に戻った後の孟沂に関する情報が多
い。名家の娘を娶り、子宝にも恵まれ、学者としても名を成した孟沂は、公私とも成功者と
いえる立場にある。しかしながら、ハーンの再話における孟沂には、シュレーゲルの原話で
確認したような割り切りの良さは見られない。再話では、孟沂は薜濤との思い出をほかの人
びとと共有しようとせず、頑なに口を閉ざす。そればかりか、彼女からの贈り物を常に目の
届くところに置くことで、彼は常に新たな傷を自らに刻もうとしているかのようである。こ
のように見ると、薜濤について語らないという孟沂の態度は、彼女に関する事柄が彼の中で
は現在もまだ続いており、彼がそのことについて客観的に語る言葉を持たないことを示して
いると考えられる。
森亮は、この時の孟沂の心情について、「切ない体験は人に語って晴れるものではない。
殊に、哀楽のまじり合ったそれは己の胸一つにいつまでも仕舞っておきたいものではない
か」と述べ、薜濤の事件が孟沂にとって痛みを伴うものであったという見解を示した39）。で
は、孟沂の心に刻まれた痛みとはどのようなものであろうか。
この問題を考えるにあたり、ハーンが薜濤の過去の設定を膨らませたことは重要である。
かつて薜濤が、この地方に赴任してきた役人で高名な詩人でもあった高駢の寵愛を受けてい
たことは、シュレーゲルの原話とハーンの再話の両方で触れられている。しかし、シュレー
ゲルの原話では、このことは事件の真相を語る張氏の言葉の中でのみ触れられているのに対
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し、ハーンの再話ではこの設定を拡大して大胆な加筆が行われている。
ハーンの再話には、孟沂が最初に薜濤の家に泊った夜に、彼女が唐詩人たちの筆による書
を孟沂に披露し、孟沂と共に高駢の詩を詠む場面がある。
“And how divine the charm of this composition!—the song of Kao-pien, prince of 
poets, and Governor of Sze-tchouen ve hundred years ago!”
   “Kao-pien! darling Kao-pien!” murmured Sië, with a singular light in her eyes. 
“Kao-pien is also my favorite. Dear Ming-Y, let us chant his verses together, to the 
melody of old—the music of those grand years when men were nobler and wiser 
than to-day.” 40）
著名な唐詩人たちの真筆を前にした孟沂が興奮を隠せず、高駢の作品に特別の注意を向け
たところ、薜濤も思わず高駢の名前を呟く。その後、「私も、高駢は好きです」と取り繕う
様子も見られるが、“Kao-pien! darling Kao-pien!” と感嘆符で強調される呼びかけには、
それまで抑え込んできた感情が、ここへきて一気に噴き出してくるような激しさがある。瞳
に宿る「不思議な光」からも、隠しきれない彼女の興奮ぶりが伝わってくる。それから彼女
は孟沂を誘って高駢の詩を朗唱するのだが、二人の声は「不思議な鳥─甘い液体の中で互
いに溶け合う鳳凰のさえずりのように、良い香りのする夜（“the perfumed night”）の中に
立ち昇っていく」。その時、薜濤の声の響きは孟沂を圧倒するほどで、彼は彼女の声を聞き
ながら、「歓喜の涙」（“tears of pleasure”）を流し、「言葉を失うほどの恍惚」（“speechless 
ecstasy”）の境地に至る41）。
二人が高駢の詩を朗唱する場面では、薜濤と孟沂の一体性が艶めかしい表現を重ねること
によって描き出される。だが、薜濤の真意が明らかになった後でこの場面を読み返すと、実
は二人の思いがまったく通じていないことが分かる。孟沂は薜濤を思っているのだが、その
思いは薜濤には通じず、彼女は昔の恋人である高駢を想って恍惚状態に至っているのであ
る。通じていると信じていた思いが、実は通じていなかったと分かった時の衝撃が孟沂にも
たらした悲しみはどれほどのものであっただろう。そしてまた、肉体が亡びた後も、高駢を
慕う気持ちを手離すことができず、薜濤はどれほど苦しい思いをしたのだろうか。高駢への
思慕を歌い上げる時、薜濤はもはや〈宿命の女〉ではなく、叶わない恋に胸を焦がす一人の
女性にすぎない。
5. 〈宿命の女〉の意味
最後に、「孟沂の話」における〈宿命の女〉の意味について考えたい。ハーンなぜ、シュ
レーゲルの原話にはない〈宿命の女〉の設定を取り入れながら、最終的にはそこから逸脱し
ていくような物語として「孟沂の話」を書いたのだろうか。言いかえれば、この物語におい
て、〈宿命の女〉とはどのような役割を与えられているのだろうか。
ここでもう一度、「孟沂の話」の最後の場面に戻ってみると、孟沂が〈宿命の女〉と別れ
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た後も生き残っている点は、確かに従来の〈宿命の女〉の型と相容れない特徴であるといえ
る。だが、彼が無事だったというのはあくまで肉体の次元であって、精神の面まで踏み込ん
でみると、彼が本当に安全なのかどうかは疑わしい。広東に戻った後の様子から察するに、
家族を持ち、学者として名声を得るなど社会的な成功を収めた後の方が、孟沂は陰気になっ
ている。逆に言えば、〈宿命の女〉の魔性に翻弄されていた時の方が、彼は生き生きとして、
活力に充ちていたのである。
では、孟沂は〈宿命の女〉から何を得たのであろうか。それは、自由だったのではないか
と思われる。特に、薜濤と出会ったことをきっかけに両親の管理下を脱したことは、孟沂に
とって大きな意味を持ったのではないだろうか。
孟沂の父親は、深い教養を備え、情に厚い人物で、職業は官学の教員である。彼が広東
に赴任してすぐに張氏が面会に訪れるところを見ると、社会的に信頼に足る人物として認め
られていたと考えられる。加えて、息子の孟沂が張氏の家に住み込みの家庭教師として出発
する際には、古典から異性関係についての教訓を引いて孟沂を戒めるなど、孟沂の父は高潔
な人柄であることが推察される42）。特に異性関係に関しては厳しい倫理観を持っており、孟
沂が夜ごとに外出していることを知ると、父はすぐさま「不道徳な習慣」（“wicked habits”）
や「悪い仲間」（“evil company”）と賭け事や女遊びをしているのではないかと疑うほどで
ある43）。また、母親に関する情報は作中にほとんどないが、孟沂が張氏の家に向けて出発す
る場面では、夫と共に教訓めいたことを言って息子を送り出すなど、道徳意識が強く、夫に
対して貞淑な女性であったと想像される。
このような両親の下、孟沂が彼らの期待を一心に受けて育てられたことは想像に難くな
い。それでなくとも、中国には儒教の教えに基づく厳格な孝道があり、親は子にとって絶対
的な存在である44）。孟沂の場合も、親の望みに従って生きて来たのではないだろうか。それ
が、薜濤に出会い、彼女のことを「父や母にも増して愛おしく」感じるようになる45）。そし
て、雇い主である張氏に内緒で外泊をしたり、そのための口実をひねりだして薜濤と逢瀬を
重ねたりする。これらはいずれも、孟沂の両親の知らないところで行われたことであるが、
裏を返せば、孟沂が自分の意志によって実行したことでもある。理性的な判断力を退け、感
情の赴くままに行動したからこそ、薜濤と居る時の孟沂は生気が満ちていたのではないだろ
うか。
だが、孟沂の秘密が明らかになると、父は彼を故郷に「ただちに送り返した」46）。これは
息子を守ろうとする親心からなされたのだが、孟沂の立場からすると、再び自由を手離し、
自分の希望よりも両親の希望を優先する人生に戻ったことになる。公私とも順調な生活を送
りながら、孟沂が薜濤との過去に割り切れない思いを抱えているのは、一度は手に入れた自
由を手離し、孝道に生きる道を選んでしまったこと、あるいは選ばざるを得なかったことへ
の割り切れなさと関連しているように思われる。このことから、〈宿命の女〉とは、孟沂に
とって自由とは何かを鋭く問いかける存在だったといえるのではないだろうか。
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